
JCLO481柑  

要 約  

l． 表題  

8－ヒドロキシキノリンのオオミジンコ（加西血川明叩）に対するミジンコ急性遊泳阻害試験  

2． 試験結果  

24時間EC50値：  

最大無作用濃度：  

100％阻害最低濃度：  

48時間EC50値：  

95％信頼限界：  

最大無作用濃度：  

100％阻害最低濃度：  

＞2．50mg／L  

O．91mg／L  

＞2・50mg／L  

l．66mg／L（Probit法）  

1．49－1．86mg／L（Probit法）  

0．65mg／L  

2，50mg／L  

ー3－  
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JCLO48118  

Rate（Liv篭ng：％）  

1  

Con亡entration（mg／L）  

“Numberofimmobility（％）”indicatedas”Rate”．  
”Nominalconcentratiom’’indicatedas“Concentration（mg／L）”・  

Figurel Dose－reSPOnSeCurVeforEC50（Probitmethod）   

－17－  
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JCLO4S12＄  

要 約  

1 表題  

8・ヒドロキシキノリンのヒメダカ（0りノZね∫JβJ如∫）に対する魚類急性毒性試験  

2 試験結果  

各実験期問における半数致死濃度（LC50値）を以下に示した。  

なお、実験開始24，48及び72時間後は設定濃度を用いて記載又は算出し、96  

時間後は測定濁度を用いて算出した。  

24時間LC50値：  

最大無作用濃度（NOEC）：  

最′」、作用濃度（LOEC）：  

4さ時間LC50値：  

最大無作用濃度（NOEC）：  

最小作用漉度（LOEC）：  

72時間LC50偵：  

95％信頼限界：  

最大無作用濃度（NOEC）：  

最小作用濃度（LOEC）：  

96時間LC50値：  

95％信頼限界：  

最大無作用濃度（NOEC）：  

最小作用濃度（LOEC）：  

＞7・00mg／L   

3．89mg／L   

7．00mg／L  

＞7．00mg／L   

3．89mg／L   

7．00mg／L   

4．63mg／L （Probit法）   

3．25－7．27mg／L （Probit法）  

1．20mg／L   

2．16mgノL  

2．50mg／L （Probit法）  

l．69－3、67mg／L （Probit法）  

1．06mg／L   

2．00mg／L   



JCLO48128  

Tabie8 DissoIvedoxygenconcentrationsdurirlga96・Hour  

Nominal  DissoIvedoxygenconcentration5（mg／L）  
CotlCentration  

（mg／L）  0－Hour 24－Hour 48－Hour 72－Hour 96－Hour  

New  8．0  8．2  
Control  

01d  8．2  7．7  7．8  S．0  

New  ＆．0  臥2  

01d  8．2  8，2  臥1  8．0  

New  8．O  S．2  

01d  8．0  8－0  8．0  7．4  

New  8．0  8．2  

Old  8．1  8．1  8．1  7．7  

New  7．9  8．2  

01d  臥2  8．1  8．1  8．1  

New  7．9  8．1  

01d  8．2  8．0  臥1  7．9  

New  7．7  8．2  

Old  8，2  7．9  臥1  ■  

＊：Alloftest fish died．  

R8te（し；∨；ng：％）  
川0  

90  

88  

70  

68  

5D  

40  

30  

20  

川  

0  

†  
Con亡entration（mg／し）  

D．1  

Dose－reSPOnSe CUrVe for LC50 0f Fish Acute ToxFcit．y Test  
JCLO48128 （Probjt method）  

Figurel Dose・reSPOnSeCurVefbrLC50（Measuredconcentration）   

・18．  
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93486  

要  約   

エチルシクロヘキサンの脅e〟ゐたirc加〝fe脇∫〟ムc呼血rβによる藻類生長阻害試験  

＜試験条件＞  

・被験物質：エチルシクロヘキサン  

・試験生物：角地ゐ拓也眠血此Ⅷ血判血血  

・暴露期間：72時間  

・試験濃度：300、108、38．8、14．0及び5．OJ上U叫公比2．78）の5濃度区及び対照区  

・試験方式：密閉式で旋回振とう培養（約100回／分）  

・試験液の調製：供試試料と培地を密閉式試験容器中で混合、暴露開始前日から撹押して  

調製  

・連  数：6連／対照区  

3連／濃度区  

・試験液量：600mL／対照区（100mLX6試験容器）  

300mL／濃度区（100mLX3試験容器）  

・培養温度：21～24℃（±2℃の変動幅）  

・   明：蛍光灯による照明【液面付近での光強度60←120J上E／m2／s（変動幅±20％）  

とする連続照明】  

・生長の測定：細胞濃度  

・試験液中の被験物質濃度の分析：GC法（暴露開始時及び終了時）  

く結  果＞  

・培地への溶解度：4．54m釘L  

・被験物質濃度：暴露開始時 0．0461～2．00m釘L  

：暴露終了時 0．0391～1．77m釘L  

・E．rC50（0■－3d）：0．633mdL（95％信頼限界；算出不可）  

・EbC50（0－72h）：0．413mgn＿（95％信頼限界；算出不可）  

・E⊃′C50（0－72h）‥0．406m釘L（95％信頼限界；算出不可）  

・NOEC（生長速度0－3d）：0．218mg／L  

・NOEC（生長曲線下面積）：0．218mg／L  

・NOEC（収 量 法）：0．218m釘L   

（上記濃度は、測定濃度の幾何平均値に基づく値）   
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93487  

要  約  

エチルシクロヘキサンのオオミジンコによる48時間急性遊泳阻害試験   

＜試験条件＞  

・被放物質：エチルシクロヘキサン  

・試験生物：オオミジンコ四郎血血仇喝朋）  

・暴露期間：48時間  

・試験渡度：調製した試験原液の含有率が50．0、33ふ22．2、14．8及び9．88％（公比1．5）  

になるように試験用水で希釈した5濃度区及び対照区  

・試験生物数：20頭／試験区（5頭×4試験容器）  

・試験用水：脱塩素水道水  

・試験方式：半止水式（24時間後に換水）  

・試験液の調製：供試試料を試験用水に添加し、約24時間撹拝後、約1時間静置して採取  

した中層を試験原液として調製  

・試験液量：約1，00OmL／試験区（約250mLX4試験容器）  

・水  温：20±1℃  

・照  明：室内灯、16時間明／8時間暗  

・給  餌：無給餌  

・エアレーション：なし  

・試験液中の披験物質濃度の分析：GC法（暴露開始時、換水前後及び暴蕗終了時）   

＜結  果＞  

・試験 用 水 へ の 溶解 度：3．57m釘L  

・試験液中の被験物質濃度（対調製時）：換水前   89・2～96・59ち  

暴蕗終了時 89．8～116％  

・48時間EC50（半数遊泳阻害濃度）：0．667m班95％信頼限界；0・485～0・975m〆り  

・48時間100％遊泳阻害最低漉度：0．975m釘L  

・48時間0％遊泳阻害最高漉度：0．485m少L  

（上記濃度は、測定漉度の幾何平均値に基づく値）   
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93488  

要  約  

エチルシクロヘキサンのヒメダカによる96時間急性毒性試験   

＜試験条件＞  

・被験物質：エチルシクロヘキサン  

・試験生物：ヒメダカ（αγZ血血中e∫）  

・暴露期間：120時間  

・試験濃度：調製した試験原液の含有率が70．0、50．0、35．7、25．5及び18．2ウら（公比1．4）  

になるように試験用水で希釈した5濃度区及び対照区  

・試験生物数：7尾／試験区  

・試験用水：脱塩素水道水  

・試験方式：半止水式（24時間毎に換水する密閉系）  

・試験液の調製：供試試料を試験用水に添加し、約24時間捜拝後、約1時間静置して採取  

した中層を試験原液とし、それを適宜試験用水で希釈して試験液を調製  

・試験液量：約3．2L／試験区  

・水  温：24±1℃  

・照  明：室内灯、16時間明／8時間暗  

・給  餌：無給餌  

・エアレーション：なし  

・試験液中の被験物質濃度の分析：GC法  

【暴露開始時及び換水前後（96時間後換水後は除く）】  

＜結  果＞  

・試験用水への溶解度：3．39m釘L  

・試験液中の被敦物質濃度（対調製時）：換水前 51．2～83．9％  

・96時間LC50（半数致死濃度）：0．746mgnj95％信頼限界；0．606～0．971mgn．）  

・120時間LC50  ：0．671m釘岬5％信頼限界；0．556～0．847m釘L）  

・96時間100％死亡最低濃度：1．56m釘L  

・96時間0％死亡最高濃度：0．338m釘L  

（上記濃度は、測定濃度の幾何平均値に基づく値）  

5／19  
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JCLO48138  

要 約  

1表題  

イソプロピルナフタレンの藻類（タ∫e〟ゐ妨cろ〃erブe揖ぶ〟占c甲山ね）に対する生長阻害試験  

2 試験結果   

2．1面積法により求めた結果  

EbC50（0－72）：0．150mg几（95％信頼区間：0．140～0．159mg／L）（プロビット法）  

NOEC（面積法0－72）：0．079mg／L（ダネット型の検定）  

2．2 速度法により求めた結果  

ErC50（0－72）：0．245mg／L（95％信頼区間：0．230～0．261mg／L）（プロビット法）  

NOEC（速度法0－72）：0．079mg几（ダネット型の検定）  
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JCLO48148  

要 約  

1． 表題  

イソプロピルナフタレンのオオミジンコ（♪甲如ね椚αg乃α）に対するミジンコ急性遊泳阻害  

試験  

2．試験結果  

各実験期間における半数遊泳阻害濃度（EC50）を以下に示した。  

半数立泳阻害濃度（EC50）及び95％信頼限界の界出には実験開始時及び実験終了時の平  

均値（時間加重平均値）を用いて井出し、最大無作用濃度及び100％阻害最低濃度は測定濃  

度で記載した。  

24時間EC50値：   

100％阻害最低濃度：  

最大無作用濃度：  

4＄時間EC50値：  

95％信頼限界：   

100％阻害最低濃度：  

最大無作用濃度：  

0．533mg／L（Probit法）  

＞0．588mg／L  

O．293mg／L  

O．149mg／L（PTObit法）  

0．125－0．175mg／L（Probit法）  

0．293mg几  

0．053mg／L  

ー3－  
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JCLO48148  

Rate（いvjng：9電）   

0．1  
Concentration（mgノ′し）  

“Numberofimmobility（％）”indicatedas“Rate”．  

“Mesuredconcentration”indicatedas“Concentration（mg／L）”．  

Figurel Dose－reSpOnSeCurVefbrEC50（Probitmethod）   
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JCLO48158  

要 約  

1 表題  

イソプロピルナフタレンのヒメダカ（0りノZ加ゎ痺g∫）に対する魚類急性毒性試験  

2 試験結果  

各実験期間における半数致死濃度（LC50値）を以下に示した。  

なお、LC50値は測定濃度の平均値を用いて算出し、100％死亡最低濃度、0％死亡最高   

濃度、最小作用濃度（LOEC）及び最大無作用濃度（NOEC）は測定凍度で記載した。  

24時間LC50値：  

100％死亡最低濃度：  

0％死亡最高濃度：  

最小作用濃度（LOEC）‥  

最大無作用濃度（NOEC）‥  

4＄時間LC50債：  

95％信頼限界：  

100％死亡最低濃度：  

0％死亡最高濃度：  

最小作用濃度（LOEC）‥  

最大無作用濃度（NOEC）：  

72時間LC50値：  

95％信頼限界：   

100％死亡最低濃度：  

0％死亡最高濃度：  

最小作用濃度（LOEC）：  

最大無作用濃度（NOEC）：  

96時間LC50債：  

95％信頼限界：   

100％死亡最低濃度：  

0％死亡最高濃度：  

最小作用濃度（LOEC）：   

最大無作用濃度（NOEC）：  

＞1．53mg／L  

＞1．53mg／L  

l・05mg／L   

O．72mg／L  

O・49mg／L  

l．26mg／L（Probit法）  

1．02－1．59mg／L（Probit法）  

＞1■53mg／L  

O．72mg／L  

O．49mg／L  

O．33mg／L  

O．83mg／L（Probit法）  

0．65－1．04mg／L（Probit法）  

1▲53mg／L  

O．49mg／L  

O．49mg／L  

O．33mg／L  

O．74mg／L（Probit法）  

0．57－0．95mg／L（probit法）  

1．05mg／L  

O．49mg／L  

O．49mg／L  

O・33mg／L   



JCLO48158  

Table8 DissoIvedoxygenconcentrationsduringa96－Hour  

Nominal  DissoIvedoxygenconcentrations（mg／L）  
Concentration  

（mg／L）  0－Hour 24－Hour 48－Hour 72－Hour 96－Hour  

New  8．0  臥1  7．9  8．0  
Contro I 

01d  6，0  5．6  5．9 5．2  

New  8．0  8，1  臥0  8．1  

01d  5．7  5．9  5．8  5．5  

New  8．0  8．1  8．O  S．0  

01d  5．1  5．5  5．5  5．3  

New  8．0  8．1  臥0  8．0  

01d  5．4  5．8  6，0  5．1  

New  8．0  8．1  8．0  8，0  

01d  5．1  5．1  5．0  5．6  

New  8．0  8．0  8，0  8．0  

01d  5．2  5．0  5．2  6．7  

New  8．0  7．9  7．9  ＊  

01d  5．7  6．2  5．2  ＊  

＊：Allof■test点sh died．  

Rate（Living：％）  

1  

bncentr8tj8n（mgハ）  

“Numberofmortality（％）”indicatedas“Rate”．  

“Mesuredconcentration’’indicatedas”Concentration（mg／L）”．  

Figurel Dose，reSPOnSeeurVefbrLC50（Probitmethod）  

ー19－  
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